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1. まえがき 近年，電子制御によるリコンフィギュラ
ブルリフレクトアレーの研究が進んでおり，PIN ダ
イオードを用いたアクティブイメージング用 1bit リ
フレクトアレー(RA)が開発されている．本研究では，
低コストでシンプルな構造のアクティブイメージン
グ装置の可変レンズとして 2.5 GHz 帯で使用するた
め導電性フィルムとポリフォームを用いたリフレク
トアレー素子を試作し，散乱特性を評価した結果を
述べる． 
2. リフレクトアレー素子の構造 試作したリフレクト
アレー素子の構造を図 1 に示す．素子はグランド板
が方形パッチとラジアルスタブにサンドイッチされ
た構造を有し，方形パッチとグランド板間に PIN ダ
イオードを設けた構造である[1]．PIN ダイオードは
方形パッチとグランド板間に配置し，バイアス電圧
を印加することでダイオードの ONと OFFを制御し
て散乱波の位相を変化させる．底面のラジアルスタ
ブは RF 信号のチョークである．本構造において，
導体はすべてポリフォーム基板上に貼り付けられる
導電性フィルムであり，カッティングプロッタで作
成できる．ただし，微小な PIN ダイオードだけは比
誘電率 3.3 の誘電体基板に実装し，微小誘電体基板
と導電性フィルムを導電性ペーストで短絡する工夫
により実装を容易にした． 
3. 測定結果 パッチ素子からの散乱波の振幅と位相の
みを計測するために，ベクトルネットワークアナラ
イザ(VNA 8722ET)のタイムドメイン機能を利用し，
送信アンテナとして群遅延特性が良好な広帯域対せ
き形フェルミアンテナ(APFA)[2]を用いた．測定系及
びパッチ素子と APFAの距離が d=500 mmのときの
S11の時間領域特性を図 2に示す．1 ns で APFA内
部における反射パルス，5.2 ns でパッチ素子からの
散乱波パルスが観測されている．APFA 内部パルス
をゲーティングし，逆フーリエ変換することで散乱
波の周波数特性を抽出した結果を図 3 に示す．PIN
ダイオードの順/逆バイアスに対する散乱振幅は 2.65 
GHzにおいて一致し，散乱波の位相差は 2.3 GHzか
ら 2.65 GHz で約 180 度が得られた．以上の結果か
ら，設計したパッチ素子は 1 bit RA素子として利用
できると考えられる．
4. まとめ 導電性フィルムを用いた 2.5 GHz帯 1 bit
リフレクトアレー素子を開発し，2.5 GHz 帯で 180度
の散乱波位相変化量を確認した．今後アレー化して
電子走査特性を評価する予定である． 
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図 1 リフレクトアレー素子の構造 

 
図 2 測定系及び S11の時間領域特性 

 
図 3 散乱波の周波数特性(上:振幅, 下:位相差) 
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